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特別支援教育におけるデータ利活用の実証  

研究の背景：  

　・多様な障がいや特性→今まで 「量的」な分析が困難 　　　　　　・入力、認

知、学習、記憶、出力 等が苦手、困難→ FBを得にくい 　　・教師、保護者、

支援者等の「推測」→ 引き継げない 　　　　　　　　　　　　 

研究目的：  

　　データ駆動型の教育の実現に向けた実証を通し、  

　　特別支援教育におけるデータ利活用の有効性を明らかにする  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• PDFをアップロード 
して利用するeブック 
• 手書きプロセスの 
再生、マーカーログ 
の収集などが可能 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国研特別支援事例共有班　進捗報告(1-2)  

豊川裕子, 西端律子, 堀越泉, マジュンダール・リトジット, 緒方広

明, 特別支援教育でのラーニングアナリティクスの活用例と今後

の課題, 日本教育工学会2023年秋季全国大会,2023年9月17
日,日本教育工学会

• 最終的な成果物からだけでは判断
できない学習のプロセスを追跡 
• その時何を考えていたのか、思考
プロセスと段階を追っての理解や思
考の調整も確認可能 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国際ジャーナル  
Toyokawa, Y., Horikoshi, I., Majumdar, R., & Ogata, H. (2023). Challenges and opportunities of AI in inclusive 
education: a case study of data-enhanced active reading in Japan. Smart Learning Environments, 10(1), 67.
＊10ヶ月足らずで18の被引用 5

• 2人の児童の読解行動のロ
グを可視化 
• より適切な学習やふりかえ
りが可能 
• AI技術を搭載することより
適切な支援ができる可能性
を示唆 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• 2016年(株)モリサワが開発した 
「UDデジタル教科書体」 
• Windows標準 
•奈良県生駒市での小学生対象の実証実験
で有意な差があり、教育現場に広がる 

• 2回の予備実験を経て、194人の大学生を対
象とした本実験 
• 同じ内容で2種類のフォントのテスト「明朝
体」「UDデジタル教科書体」 

・西端律子, UDフォントと読字障害, 京都大学学術情報メディアセンターセミナー「UDフォントを通じたITシステムのアクセシビリティ向

上の理解と実践」,2023年12月22日,大学ICT推進協議会

・西端律子,尾崎拓郎,UDフォントは本当に見やすいのか？,教育システム情報学会2024年度第2回研究会,2024年7月20日
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① 特別支援教育におけるダッシュボードの活用有効性 (例：ペンストローク)  
　　→情報共有, 見取り, 振り返り、気づき、次の支援の判断、等 

 

② OKLM (Open Knowledge and Learner Model) の特別支援 教育への導入  
 

③ AIの学習支援への可能性と役割

AI推薦システム

■コンパニオン  
　適切なタイミングで介入・サポート 

 
■言語支援 
　言葉と聞こえ, 読解, 書字等

取り組み目標と課題 2024-2025  

②Takii, K., Koike, K., Horikoshi, I., Flanagan, B., & 
Ogata, H. OKLM: A Universal Learner Model Integrating 
Everyday Learning Activities with Knowledge Maps.


